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量依存的にPTHにより促進 され るアデニル酸 シ
クラーゼ(AC)活性が上昇 した。DEXを72時間,
10-6Mで処理 するとAC活性 は最大 となり,PTH
は細胞膜上のPTH/PTHrP受容体量 を上 昇 させ
ることが示 された。DEXを処理す ることによ り
PTH/PTHrP受容 体mRNA量も容 量依存 的に上
昇 し,10-7Mで最大となった。このmRNAの上昇
は転写の促進によるものかを調べ るために,プ
ロモーター活性 をルシフェラーゼによ り測定 し






あった。DEXを添加 したmRNAの半 減 期 は約
7時 間 で あ っ た。DEXはPTH/PTHrP受容 体
mRNAの半減期を著明に延長 させ ることが示 さ



















させ る薬物,8)歯 周病 の進行 とDEXの作用の
関係,9)ス テロイ ド誘導性骨粗鬆症患者におけ
る歯周病進行 とインプラン ト治療 の予後,10)





者は学位授与 に値す ると判定 した。
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